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新
春
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
も
、
コ
ロ
ナ
で
始
ま
り
コ
ロ

ナ
で
終
わ
っ
た
年
、
コ
ロ
ナ
禍
で

私
た
ち
の
暮
ら
し
や
生
活
様
式

も
様
変
わ
り
し
て
い
ま
す
。

　
地
球
は
四
十
六
億
年
前
に
誕

生
し
、ウ
イ
ル
ス
が
生
ま
れ
た
の

は
三
十
億
年
前
、人
類
に
は
ま
だ

二
十
万
年
の
歴
史
し
か
な
い
よ

う
で
す
。ウ
イ
ル
ス
に
負
け
な

か
っ
た
先
祖
に
感
謝
し
、
早
期
の

感
染
症
の
終
息
を
願
い
ま
す
。

　
さ
て
、
当
市
も
人
口
減
少
、
少

子
高
齢
化
等
に
よ
る
課
題
が
山

積
し
て
お
り
、目
先
の
こ
と
だ
け

で
な
く
将
来
を
見
据
え
た
行
政

運
営
に
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。引
き

続
き
議
会
の
最
新
情
報
や
、事
業

内
容
等
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　
尚
、
委
員
会
メ
ン
バ
ー
一
同
、

市
民
の
皆
様
に
分
か
り
や
す
く
、

読
み
や
す
く
親
し
ま
れ
る
広
報

紙
づ
く
り
に
向
け
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
の
で
、今
年
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
結
び
に
、令
和
四
年
が
市
民
の

皆
様
方
に
と
っ
て
充
実
し
た
一

年
に
な
り
ま
す
こ
と
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

（
胡
摩
田
　
弘
孝
）

委
員
長 

月
森
　
和
弘

副
委
員
長 

小
川
　
和
也

委
　
員 

塩
谷
　
裕
志

委
　
員 

大
西
　
　
修

委
　
員 

河
村
　
賢
治

委
　
員 

石
田
　
洋
治

委
　
員 

胡
摩
田
弘
孝

委
　
員 

三
谷
　
　
健

委
　
員 

亀
谷
　
優
子

広
報
広
聴
委
員
会

編
集
後
記

編
集
後
記

議
会
を
傍
聴

　
し
て
み
ま
せ
ん
か

次
の
定
例
会
の
予
定
は
３
月
で
す
。

市
議
会
を
身
近
に
感
じ
る
良
い
機
会
で
す
。

◇
傍
聴
席
は
定
員
34
人
で
す
。

◇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た

め
、マ
ス
ク
の
着
用
、ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
に

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先
：
大
田
市
議
会
事
務
局

　（
T
E
L
：
０
８
５
４ 

－ 

８
３ 

－ 

８
１
３
７
）

　
市
議
会
議
員
と
し
て
通
算
三
十
五

年
以
上
に
わ
た
り
在
職
し
、
地
方
自

治
の
発
展
に
顕
著
な
功
労
が
あ
っ
た

と
し
て
、
清
水
勝
議
員
が
総
務
大
臣

か
ら
感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

総
務
大
臣
感
謝
状
受
賞

明けま
しておめでとうございます

今
月
の
表
紙

表
紙
写
真
は
大
田
市
観
光
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

【
極
上
の
一
撮
部
門（
最
優
秀
賞
）】

　
橋
本
　
友
さ
ん
の『
悠
久
の
峰
』で
す
。

12月
定

例
会

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
2

１０
、１１

月
臨

時
会

…
…

…
…

…
…

…
…

…
４

 一
般

質
問

に
１

0人
 …

…
…

…
…

…
…

…
…

6
特

別
委

員
会

中
間

報
告

…
…

…
…

…
…

…
…

11
大

田
市

議
会「

お
で

か
けト

ー
ク

」開
催

報
告

…
…

１４

12月
定

例
会

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
2

１０
、１１

月
臨

時
会

…
…

…
…

…
…

…
…

…
４

 一
般

質
問

に
１

0人
 …

…
…

…
…

…
…

…
…

6
特

別
委

員
会

中
間

報
告

…
…

…
…

…
…

…
…

11
大

田
市

議
会「

お
で

か
けト

ー
ク

」開
催

報
告

…
…

１４

お
お
だ

お
お
だ

お
お
だ

お
お
だ

2022（
令
和
4）年

1月
20日

発
行

2022（
令
和
4）年

1月
20日

発
行

市
議
会
だ
よ
り

市
議
会
だ
よ
り

No.66
No.66

おおだ議会だより66.indd   2 2022/01/07   11:43



2022.1.20 （2）おおだ市議会だより2022.1.20（3） おおだ市議会だより

12月定例市議会
一般会計
補正予算
一般会計
補正予算

（第7～9号合計）（第7～9号合計） 補正額　8億2,193 万円補正額　8億2,193 万円補正額　8億2,193 万円補正額　8億2,193 万円

12月定例市議会は、令和3年12月3日（金）～20日（月）
までの会期で開催され、上程された議案について慎重に
審議した結果、全議案とも原案どおり可決しました。

主 な補 正 内容

現年土木災害復旧事業
9,600万円

令和3年8月の台風及び大雨により
被災した公共土木施設の復旧工事

【
賛
成
多
数
、原
案
可
決
】

▼
大
田
市
社
会
教
育
推
進
セ
ン
タ
ー
設
置
条
例

　
大
田
市
社
会
教
育
推
進
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
形
成
に
資
す
る
社
会

教
育
推
進
体
制
を
整
備
す
る
た
め
、
新
た
に
条
例

を
制
定
す
る
も
の

【
当
選
】

▼
大
田
市
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び
同
補
充
員

○
委
員
　
　
　
　
　
　  ○
補
充
員

　
石
賀
　
了（
大
田
町
）　
　
上
野
明
義（
仁
摩
町
）

　
石
橋
富
士
子（
仁
摩
町
）　
龍
　
文
子（
大
森
町
）

　
臼
井
　
泉（
温
泉
津
町
）　
杉
本
博
文（
温
泉
津
町
）

　
岸
田
節
子（
富
山
町
）　
　
田
平
志
津
子（
長
久
町
）

防災安全交付金事業
（市道大森大国線の落石対策）

障がい者自立支援給付事業
（扶助費の増額）

サンレディー大田建物調査
（現在の建物の状況等の調査）

農産物生産振興販売促進事業
（重点推進品目の生産拡大を図る
　取り組みに対する支援）

総合計画策定事業
（「第2次大田市総合計画（後期）」の
　 策定に向けてアンケート調査を実施）

そ の 他 の 補 正 補正額 指 定 管 理 議 案 一 覧 表

子育て世帯への臨時特別給付金
給付事業 4億7,797万円
新型コロナウイルス感染症の影響
が長期化する中、その影響を受けて
いる子育て世帯を支援する観点か
ら、高校生までの子どもがいる世帯
に対する臨時の特別給付金

大田市企業立地奨励条例に基づき
認定した企業へ助成金を交付し、
産業振興及び雇用の促進を図る

まちづくりセンター改修事業
671万円

令和5年度施工予定の馬路まちづく
りセンター新築工事に係る基本設計
を行う

賛
成
多
数

大田市企業立地奨励金
3,316万円

選
　
　挙

【
不
採
択
】

▼
新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
米
危
機
の
改
善
を
求
め

る
意
見
書
提
出
方
に
つ
い
て

　（
請
願
者
）島
根
県
農
民
運
動
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
長
　
田
食
　
道
弘

皆
さ
ん
か
ら
の
請
願・陳
情

新
設
条
例

 （一般会計総額  266億4,115万円） （一般会計総額  266億4,115万円） （一般会計総額  266億4,115万円） （一般会計総額  266億4,115万円）

福田長戸路線（温泉津町）の被害

現在の馬路まちづくりセンター

2,050万円

612万円

1,966万円

313万円

67万円
指定する期間 ： 令和4年４月１日～令和9年３月３１日までの５年間

やきものの里 特定非営利活動法人
　　　　石見ものづくり工房

指定する期間 ： 令和4年４月１日～令和5年３月３１日までの1年間

温泉津会館 温泉津会館協議会

指定する期間 ： 令和4年４月１日～令和6年３月３１日までの２年間

サンレディー大田 公益財団法人
大田市体育・公園・文化事業団

指定する期間 ： 令和4年４月１日～令和7年３月３１日までの3年間

いきいき工房祖式 祖式地区社会福祉協議会

施 設 の 名 称 指定管理者となる団体の名称
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2022.1.20 （4）おおだ市議会だより2022.1.20（5） おおだ市議会だより

10月臨時市議会
10月20～25日

開催
10月20～25日

開催

11月臨時市議会 11月24日 開催11月24日 開催

令和3年度一般会計補正予算（第6号）令和3年度一般会計補正予算（第6号）令和3年度一般会計補正予算（第6号）令和3年度一般会計補正予算（第6号）
1億2,066万円1億2,066万円1億2,066万円1億2,066万円

【
３
件
と
も
同
意
】

▼
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に

つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と

　
現
委
員
で
あ
る
梶
伸
光
氏
の

任
期
が
令
和
３
年
１１
月
28
日
満

了
の
た
め
、
同
氏
を
再
任
す
る

こ
と
に
つ
い
て
同
意
を
求
め
た

も
の
で
、任
期
は
４
年
で
す
。

▼
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に

つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と

　
現
委
員
で
あ
る
河
原
美
紀
子

氏
の
任
期
が
令
和
３
年
１１
月
29

日
満
了
の
た
め
、
二
柿
美
代
子

氏
を
新
た
に
任
命
す
る
こ
と
に

つ
い
て
同
意
を
求
め
た
も
の

で
、任
期
は
４
年
で
す
。

▼
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
き
同

意
を
求
め
る
こ
と

　
現
委
員
で
あ
る
富
田
正
治

氏
の
任
期
が
令
和
３
年
１１
月

29
日
満
了
の
た
め
、
同
氏
を
再

任
す
る
こ
と
に
つ
い
て
同
意
を

求
め
た
も
の
で
す
。任
期
は
４

年
で
す
。

新型コロナウイルスワクチンを2回接種し
た方のうち、原則8か月以上経過した方を
対象に追加接種1回を順次行う

おおだを満喫！
Welcomeキャンペーン事業

3,500万円
大田市内で使用できるプレミアム付きチケットを販売
することで、宿泊や飲食、観光施設等での消費を促し、
新型コロナウイルス感染症により経営に影響を受けて
いる市内観光事業者の収益確保につなげる

全
会
一
致

新型コロナウイルスワクチン
接種事業 5,139万円

人
事
案
件

指定管理議案
一覧表

令和３年10月26日～令和7年３月３１日まで三瓶観光リフト 株式会社　飯南トータルサポート

令和３年12月１0日～令和８年３月３１日まで道の駅「ごいせ仁摩」 株式会社　サクセス山陰

施設の名称 指定管理者となる団体の名称 指定する期間

農業復旧対策事業（令和3年7月に発生した豪雨災害により被災した認定農業者に対し、
早期復興及び安定的な営農活動を支援）

そ の 他 の 補 正 補正額

401万円
感染症対策等の学校教育活動継続支援事業（小中学校における新型コロナウイルス感染
症対策等を支援するため、保健衛生用品等を整備） 230万円
PCR検査支援事業（PCR検査費用に係る1企業あたりの補助上限額の引き上げ等） 120万円
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2022.1.20 （4）おおだ市議会だより2022.1.20（5） おおだ市議会だより

10月臨時市議会
10月20～25日

開催
10月20～25日

開催

11月臨時市議会 11月24日 開催11月24日 開催

令和3年度一般会計補正予算（第6号）令和3年度一般会計補正予算（第6号）令和3年度一般会計補正予算（第6号）令和3年度一般会計補正予算（第6号）
1億2,066万円1億2,066万円1億2,066万円1億2,066万円

【
３
件
と
も
同
意
】

▼
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に

つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と

　
現
委
員
で
あ
る
梶
伸
光
氏
の

任
期
が
令
和
３
年
１１
月
28
日
満

了
の
た
め
、
同
氏
を
再
任
す
る

こ
と
に
つ
い
て
同
意
を
求
め
た

も
の
で
、任
期
は
４
年
で
す
。

▼
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に

つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と

　
現
委
員
で
あ
る
河
原
美
紀
子

氏
の
任
期
が
令
和
３
年
１１
月
29

日
満
了
の
た
め
、
二
柿
美
代
子

氏
を
新
た
に
任
命
す
る
こ
と
に

つ
い
て
同
意
を
求
め
た
も
の

で
、任
期
は
４
年
で
す
。

▼
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
き
同

意
を
求
め
る
こ
と

　
現
委
員
で
あ
る
富
田
正
治

氏
の
任
期
が
令
和
３
年
１１
月

29
日
満
了
の
た
め
、
同
氏
を
再

任
す
る
こ
と
に
つ
い
て
同
意
を

求
め
た
も
の
で
す
。任
期
は
４

年
で
す
。

新型コロナウイルスワクチンを2回接種し
た方のうち、原則8か月以上経過した方を
対象に追加接種1回を順次行う

おおだを満喫！
Welcomeキャンペーン事業

3,500万円
大田市内で使用できるプレミアム付きチケットを販売
することで、宿泊や飲食、観光施設等での消費を促し、
新型コロナウイルス感染症により経営に影響を受けて
いる市内観光事業者の収益確保につなげる

全
会
一
致

新型コロナウイルスワクチン
接種事業 5,139万円

人
事
案
件

指定管理議案
一覧表

令和３年10月26日～令和7年３月３１日まで三瓶観光リフト 株式会社　飯南トータルサポート

令和３年12月１0日～令和８年３月３１日まで道の駅「ごいせ仁摩」 株式会社　サクセス山陰

施設の名称 指定管理者となる団体の名称 指定する期間

農業復旧対策事業（令和3年7月に発生した豪雨災害により被災した認定農業者に対し、
早期復興及び安定的な営農活動を支援）

そ の 他 の 補 正 補正額

401万円
感染症対策等の学校教育活動継続支援事業（小中学校における新型コロナウイルス感染
症対策等を支援するため、保健衛生用品等を整備） 230万円
PCR検査支援事業（PCR検査費用に係る1企業あたりの補助上限額の引き上げ等） 120万円

議 員 名 等

　議 案 名

議
決
結
果

反
　
対
　
等

：

賛
　
　
　
成

月
森
和
弘

亀
谷
優
子

根
冝
和
之

和
田
浩
司

三
谷
　
健

森
山
幸
太

胡
摩
田
弘
孝

森
山
明
弘

小
川
和
也

石
田
洋
治

小
林
　
太

河
村
賢
治

林
　
茂
樹

大
西
　
修

塩
谷
裕
志

石
橋
秀
利

清
水
　
勝

松
村
信
之

■市長提出議案
議案第438号　令和3年度大田市一般会計補正予算（第6号） 可決 17：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第439号　三瓶観光リフトの指定管理者の指定について 可決 17：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
議案第440号　道の駅「ごいせ仁摩」 の指定管理者の指定につい
て 可決 15：2 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ―

議案第441号　仁摩地区道の駅建築工事（建築主体）請負変更契
約の締結について 可決 17：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第442号　仁摩地区道の駅建築工事（電気設備）請負変更契
約の締結について 可決 17：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

◇11月臨時会提出議案等賛否一覧表
■市長提出議案

議案第443号　大田市職員の給与に関する条例の一部を改正する
条例制定について 可決 15：2 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ―

議案第444号　大田市市長、副市長及び教育長の給与に関する条
例の一部を改正する条例制定について 可決 17：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第445号　大田市一般職の任期付職員の採用等に関する条例
の一部を改正する条例制定について 可決 15：2 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ―

議案第446号　教育委員会委員の任命につき同意を求めることに
ついて 同意 17：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第447号　公平委員会委員の選任につき同意を求めることに
ついて 同意 17：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第448号　監査委員の選任につき同意を求めることについて 同意 17：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

■議員提出議案
議案第449号　大田市議会議員の議員報酬及び費用弁償支給条例
の一部を改正する条例制定について 可決 17：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

◇12月定例会提出議案等賛否一覧表
■市長提出議案

議案第450号　令和3年度大田市一般会計補正予算（第7号） 可決 17：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第451号　令和3年度大田市一般会計補正予算（第8号） 可決 14：2 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ―
議案第452号　令和3年度大田市国民健康保険事業特別会計補正
予算（第2号） 可決 14：2 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ―

議案第453号　令和3年度大田市後期高齢者医療事業特別会計補
正予算（第1号） 可決 16：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第454号　令和3年度大田市介護保険事業特別会計補正予算
（第2号） 可決 14：2 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ―

議案第455号　令和3年度大田市生活排水処理事業特別会計補正
予算（第1号） 可決 14：2 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ―

議案第456号　令和3年度大田市簡易給水施設事業特別会計補正
予算（第1号） 可決 14：2 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ―

議案第457号　令和3年度大田市農業集落排水事業特別会計補正
予算（第1号） 可決 14：2 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ―

議案第458号　令和3年度大田市水道事業会計補正予算（第3号） 可決 14：2 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ―

議案第459号　令和3年度大田市下水道事業会計補正予算（第1号） 可決 14：2 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ―

議案第460号　令和3年度大田市病院事業会計補正予算（第3号） 可決 14：2 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ―
議案第461号　大田市社会教育推進センター設置条例制定につい
て 可決 14：2 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ―

議案第462号　大田市過疎地域自立促進特別事業基金条例の一部
を改正する条例制定について 可決 16：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第463号　大田市地域振興を促進するための固定資産税の課
税免除等に関する条例の一部を改正する条例制定について 可決 16：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第464号　大田市国民健康保険条例の一部を改正する条例制
定について 可決 16：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第465号　大田市手数料条例の一部を改正する条例制定につ
いて 可決 16：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第466号　大田市特定公共賃貸住宅条例の一部を改正する条
例制定について 可決 16：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第467号　大田市過疎地域持続的発展計画の策定について 可決 16：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第468号　いきいき工房祖式の指定管理者の指定について 可決 16：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第469号　サンレディー大田の指定管理者の指定について 可決 16：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第470号　やきものの里の指定管理者の指定について 可決 16：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第471号　温泉津会館の指定管理者の指定について 可決 16：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第472号　令和3年度大田市一般会計補正予算（第9号） 可決 16：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

■議員提出議案
意第13号　出産育児一時金の増額を求める意見書の提出について 継続

審査 議会閉会中の継続審査（民生委員会付託）

◇10月臨時会提出議案等賛否一覧表

※定数20名（現員18名）、うち議長（松村信之）は採決に加わりません
※○は賛成、●は反対等(反対、継続審査、態度保留等々）　※「欠」は欠席
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市政のここが聞きたい

2022.1.20 （6）おおだ市議会だより2022.1.20（7） おおだ市議会だより

いっぱん質問

市政に対する一般質問は、12月8日、9日に行われ、10人の議員が執行部
の考えをただしました。
質問と答弁の要旨は次のとおりです。掲載する質問事項は1人1議題とし、
その他の質問項目があった場合は、質問項目のみを掲載しています。

当市における
「まちづくり」とは

地域住民が主体の
持続可能なまちづくりを

外国人労働者の雇用に
関する取り組みは

地域で暮らしやすい環境を
整える

誰もが恩恵を受けられる
デジタル社会の実現を

市民のマイナンバーカード取得に
向けて、多様な取り組みを通じ、
普及を図っていく。

道の駅「ごいせ仁摩」
　　1月29日オープン

胡
ご

摩
ま

田
だ

弘
ひろ

孝
たか

 議員

質
問
　

少
子
高
齢
化
社
会
、変
化
す

る
社
会
生
活
の
中
で
地
域
住
民

が
主
体
と
な
り
、住
み
続
け
ら
れ
る
地
域

を
つ
く
る
た
め
に
生
活
機
能
や
生
活
交

通
の
確
保
、地
域
資
源
を
生
か
し
た
産

業
振
興
、定
住
対
策
な
ど
、地
域
課
題
の

解
消
に
向
け
、今
後
ど
の
よ
う
な
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
考
え
な
の
か
所
見
を
伺

う
。

答
弁
　

7
ブ
ロ
ッ
ク
の
公
民
館
と
各
ま

ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
は
、お
互
い
に

連
携
し
な
が
ら
各
種
事
業
に
取
り
組
み
、人

づ
く
り
や
つ
な
が
り
づ
く
り
に
効
果
を
発
揮

し
て
き
た
。そ
の
一
方
で
、人
口
減
少
や
少

子
高
齢
化
に
伴
い
、地
域
づ
く
り
の
担
い
手

不
足
が
深
刻
化
し
、買
物
、金
融
、医
療
、介

護
な
ど
、日
常
生
活
に
必
要
な
機
能
、サ
ー

ビ
ス
の
確
保
が
困
難
に
な
る
地
域
が
今
後

出
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、よ
り

小
さ
な
地
域
単
位
で
の
き
め
細
や
か
な
対

応
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
は
、小
さ
な
拠
点
づ
く
り
、人
づ
く

り
、つ
な
が
り
づ
く
り
の
3
つ
を
一
体
的
に

取
り
組
む
こ
と
が
よ
り
効
果
的
な
力
を
発

揮
す
る
と
の
考
え
か
ら
、新
た
に
設
置
す
る

社
会
教
育
推
進
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、ま
ち

づ
く
り
セ
ン
タ
ー
単
位
で
社
会
教
育
事
業

に
取
り
組
み
、ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
て
い

き
た
い
。

　

ま
た
、持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
、地
域
運
営
組
織
の
設
立
に
向
け

て
、行
政
と
一
緒
に
な
っ
て
地
域
の
機
運
醸

成
を
図
り
、

地
域
住
民
が

主
体
と
な
っ

て
組
織
を
立

ち
上
げ
、
地

域
課
題
解
決

の
た
め
の
計

画
づ
く
り
や

取
り
組
み
を

進
め
て
い
く
。
▶
地
域
ぐ
る
み
で
道
路
の
草
刈
作
業
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市政のここが聞きたい

2022.1.20 （6）おおだ市議会だより2022.1.20（7） おおだ市議会だより

いっぱん質問

市政に対する一般質問は、12月8日、9日に行われ、10人の議員が執行部
の考えをただしました。
質問と答弁の要旨は次のとおりです。掲載する質問事項は1人1議題とし、
その他の質問項目があった場合は、質問項目のみを掲載しています。

当市における
「まちづくり」とは

地域住民が主体の
持続可能なまちづくりを

外国人労働者の雇用に
関する取り組みは

地域で暮らしやすい環境を
整える

誰もが恩恵を受けられる
デジタル社会の実現を

市民のマイナンバーカード取得に
向けて、多様な取り組みを通じ、
普及を図っていく。

道の駅「ごいせ仁摩」
　　1月29日オープン

質
問
　

デ
ジ
タ
ル
化
社
会
の
実
現
に

向
け
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

健
康
保
険
証
と
し
て
の
利
用
や
運
転
免

許
証
と
の一
体
化
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、経
済
対
策
で
は
、新
マ
イ
ナ
ポ
イ

ン
ト
が
実
施
さ
れ
る
。高
齢
化
が
進
む
当

市
に
お
い
て
は
、情
報
格
差
解
消
が
重
要

と
考
え
る
が
、具
体
的
に
次
の
3
点
に
つ

い
て
伺
う
。

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
状
況

と
今
後
の
取
り
組
み

②
新
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
制
度

③
高
齢
者
向
け
ス
マ
ホ
教
室

答
弁
①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
状

況
は
、本
年
11
月
28
日
現
在
で

1
万
2
4
7
5
枚
、36・9
％
の
交
付
率
と

な
っ
て
お
り
、来
年
2
月
に
は
、75
歳
以
上

の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
被
保
険
者
で
、

カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
な
い
方
に
対
し
、マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
申
請
書
の
発
送
も

予
定
し
て
い
る
。

②
新
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
制
度
で
は
、12
月
6

日
の
臨
時
国
会
に
お
い
て
補
正
予
算
と
し

て
提
案
さ
れ
て
い
る
中
に
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
取
得
で
最
大
2
万
円
の
ポ
イ
ン
ト

を
付
与
す
る
事
業
が
あ
る
。

③
高
齢
者
向
け
の
ス
マ
ホ
教
室
は
、今
年
度

市
内
11
か
所
の
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
開
催
さ
れ
、12
月
1
日
現
在
で
、延
べ

50
回
、4
3
8
名
の
参
加
者
が
あ
っ
た
。今

後
も
、地
域

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
や
市
内

ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
会
社
の

協
力
を
得

て
、ス
マ
ホ

教
室
へ
の
参

加
を
働
き

か
け
て
い
く
。

石
田
議
員
そ
の
他
の
質
問
項
目

・
が
ん
対
策
に
つ
い
て

石
いし

田
だ

　洋
よう

治
じ

 議員

三
み

谷
たに

　 健
たけし

 議員

質
問
　

企
業
の
人
材
不
足
が
慢
性
化

し
て
お
り
、政
府
は
、対
策
と
し

て
外
国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ
を
推
進

し
て
い
る
。市
内
企
業
で
も
、技
能
実
習

生
の
入
職
が
増
え
つ
つ
あ
る
が
、現
時
点

で
の
①
就
労
人
数
と
そ
の
職
種
、②
差
別

や
偏
見
な
ど
の
防
止
策
や
対
応
策
と
し

て
行
政
で
行
っ
て
い
る
啓
発
活
動
、③
生

活
、仕
事
に
関
わ
る
支
援
、サ
ポ
ー
ト
体

制
、④
地
域
住
民
と
の
交
流
へ
の
取
り
組

み
を
伺
う
。

答
弁
①
約
4
0
0
人
の
外
国
籍
の
方
が

住
ん
で
い
る
。在
留
資
格
別
の
職

種
は
把
握
し
て
い
な
い
。

②
企
業
な
ど
の
代
表
に
参
加
し
て
も
ら
い
、

就
業
時
の
差
別
を
な
く
す
目
的
と
し
た
、公

正
採
用
選
考
推
進
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て

い
る
。ま
た
、雇
用
者
に
対
し
て
島
根
県
外

国
人
材
雇
用
情
報
提
供
窓
口
を
、外
国
人
労

働
者
向
け
と
し
て
、し
ま
ね
国
際
セ
ン
タ
ー

が
開
設
し
て
い
る
多
言
語
対
応
の
窓
口
を

紹
介
し
、偏
見
や
差
別
を
し
な
い
よ
う
に
啓

発
活
動
を
し
て
い
る
。

③
国
際
交
流
員
を
配
置
す
る
と
と
も
に
、市

役
所
内
の
窓
口
に
お
い
て
、携
帯
翻
訳
機
を

設
置
し
て
い
る
。ま
た
、外
国
人
住
民
を
支

援
す
る
団
体
と
定
期
的
に
意
見
交
換
会
を

行
い
、実
態
把
握
に
努
め
て
い
る
。

④
総
合
計
画
で
、多
文
化
共
生
社
会
の
実
現

を
主
な
取
り
組
み
と
し
て
位
置
づ
け
、推
進

計
画
を
策
定
し
た
。多
文
化
理
解
を
深
め
る

講
座
を
開
催
す
る
な
ど
、地
域
住
民
と
の
交

流
、多
文
化
の
理
解
に
つ
な
が
る
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
。
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市政のここが聞きたい いっぱん質問
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「デジタル化社会」
地方自治体への影響と
　　個人情報の保護は

市駅前東側
土地区画整理事業
進捗状況は

第8期介護保険事業
～現場を支え、利用者や
　　家族を守る施策を～

長引くコロナ禍
　　適切な支援を

適切に対応する

「ＳＤＧｓ」
大田市としての取り組みは

ＳＤＧｓの理念に通じる
取り組みを推進する

関係機関とより連携し
対応したい

魅力的な市街地空間の
構築を目指す

質
問
　

本
事
業
の
目
的
は
、道
路
や

駅
前
広
場
を
整
備
し
て
商
業
施

設
の
立
地
と
居
住
環
境
の
創
出
で
あ
る
。

市
民
か
ら
は「
総
額
40
億
円
の
巨
費
を

投
じ
て
、今
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
事
業
な

の
か
」「
駅
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
を
」の

声
を
聞
い
て
い
る
。ま
た
、旧
パ
ル
跡
地

利
用
に
も
関
心
を
寄
せ
て
い
る
。こ
の
事

業
を
進
め
る
に
は
、Ｊ
Ｒ
大
田
市
駅
、石

見
交
通
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
が
、進

捗
状
況
を
伺
う
。

答
弁
　

本
事
業
は
、居
住
環
境
の
改
善

は
も
と
よ
り
、栄
町
高
禅
寺
線
、大

正
西
線
の
都
市
計
画
道
路
を
中
心
と
し
た

都
市
計
画
基
盤
整
備
を
行
う
も
の
で
あ
り
、

既
に
事
業
が
完
了
し
た
西
側
地
区
を
含
め

た
Ｊ
Ｒ
大
田
市
駅
周
辺
の
活
性
化
に
向
け
、

魅
力
的
な
市
街
地
空
間
の
構
築
を
目
指
す

も
の
で
あ
る
。

　
Ｊ
Ｒ
大
田
市
駅
に
つ
い
て
は
事
業
区
域
に

含
ま
れ
な
い
た
め
、事
業
区
域
の
隣
接
者
と

し
て
の
事
業
の
説
明
と
、別
事
業
に
よ
る
駅

前
広
場
整
備
と
整
備
後
の
維
持
管
理
方
針

に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
て
い
る
。石
見
交
通

㈱
に
つ
い
て
は
、市
民
に
対
し
て
公
共
交
通

機
関
の
利

便
性
を
損

な
わ
な
い

よ
う
、
他

の
権
利
者

と
の
調
整

も
含
め
現

在
交
渉
を

進
め
て
い

る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

大
西
議
員
そ
の
他
の
質
問
項
目

・
食
糧
生
産
と
農
山
漁
村
を
担
う
農
林

漁
業
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て

・
生
活
困
窮
者
に
対
す
る
灯
油
購
入
費

の
助
成
に
つ
い
て

清
し

水
みず

　 勝
まさる

 議員

大
おお

西
にし

　 修
おさむ

 議員

質
問
　

9
月
か
ら
デ
ジ
タ
ル
庁
が
発

足
し
、国
民
の
利
便
性
の
向
上

が
図
ら
れ
る
が
、民
間
企
業
か
ら
の
職
員

起
用
等
か
ら
情
報
漏
れ
に
よ
る
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
の
侵
害
や
目
的
外
利
用
等
が
案

じ
ら
れ
る
。そ
こ
で
、地
方
自
治
体
に
理

念
、目
標
、具
体
策
の
計
画
書
の
作
成
を

義
務
付
け
、12
月
中
に
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
歴
の
電
子
化
、来
年
度
中
に
は
個
人

の
預
貯
金
口
座
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
ひ
も
づ
け
が
始
ま
る
が
、大
田
市
個

人
情
報
保
護
条
例
の
見
直
し
や
、労
力

と
費
用
負
担
が
生
じ
な
い
の
か
伺
う
。

答
弁
　

現
在
、地
方
公
共
団
体
に
お
け

る
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
つ
い

て
は
、個
人
情
報
保
護
条
例
で
定
め
て
い

る
。ま
た
、そ
の
他
団
体
そ
れ
ぞ
れ
、個
人
情

報
保
護
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
状
態
の
ま
ま
で
は
、団
体
ご
と
の
規

定・運
用
が
デ
ー
タ
流
通
の
支
障
に
な
り
得

る
こ
と
か
ら
、本
年
、デ
ジ
タ
ル
社
会
を
形

成
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す

る
法
律
、い
わ
ゆ
る
デ
ジ
タ
ル
社
会
形
成
整

備
法
が
公
布
さ
れ
、個
人
情
報
保
護
法
を
改

正
し
て
全
国
的
な
共
通
ル
ー
ル
と
す
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。こ
の

法
律
の
施
行
ま
で
に
、各
地
方
公
共
団
体
は

法
律
の
範
囲
内
で
条
例
の
改
正
等
を
行
う

こ
と
に
な
る
。具
体
的
に
は
ま
だ
決
定
し
て

い
な
い
が
、今
後
国
か
ら
示
さ
れ
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
等
を
注
視
し
な
が
ら
、適
切
に
対
応

し
た
い
と
考
え
る
。

▲JR大田市駅
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「デジタル化社会」
地方自治体への影響と
　　個人情報の保護は

市駅前東側
土地区画整理事業
進捗状況は

第8期介護保険事業
～現場を支え、利用者や
　　家族を守る施策を～

長引くコロナ禍
　　適切な支援を

適切に対応する

「ＳＤＧｓ」
大田市としての取り組みは

ＳＤＧｓの理念に通じる
取り組みを推進する

関係機関とより連携し
対応したい

魅力的な市街地空間の
構築を目指す

質
問
　
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
と
は
、持
続
可
能
な

開
発
目
標
と
い
う
意
味
で
あ
り
、

「
誰
も
置
き
去
り
に
し
な
い
」と
い
う
理

念
の
も
と
、貧
困
問
題
を
は
じ
め
、気
候

変
動
や
生
物
の
多
様
性
な
ど
、持
続
可

能
な
社
会
を
つ
く
る
た
め
、全
世
界
で
取

り
組
む
べ
き
課
題
を
17
の
目
標
に
分
け
、

1
6
9
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
構
成
し
た
も

の
で
あ
る
。大
田
市
の
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
推
進
、

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　

本
市
で
は「
第
2
次
大
田
市
総

合
計
画
」や「
第
2
期
大
田
市
ま

ち・ひ
と・し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」に
お
い

て
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

　

そ
し
て
、こ
の
度
策
定
し
た「
過
疎
地
域

持
続
的
発
展
計
画
」で
は
、持
続
的
発
展
の

基
本
方
針
の
中
で
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
と
目

標
を
共
有
す
る
こ
と
を
掲
げ
て
い
る
。

　

ま
た
、世
界
遺
産
で
あ
る
石
見
銀
山
遺

跡
、石
見
神
楽
や
火
山
由
来
に
よ
る
日
本

遺
産
、国
立
公
園
三
瓶
山
な
ど
、本
市
の
豊

か
な
地
域
資
源
を
守
り
、次
世
代
に
引
き
継

ぐ
取
り
組
み
な
ど
進
め
て
お
り
、さ
ら
に
、

令
和
元
年
7
月
に
開
催
し
た「
1
0
0
人

共
創
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」や
、9
月
に
開
催
し
た

「
図
書
館
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
」、官
民

連
携
で
あ
る「
大
田
デ
ザ
イ
ン
会
議
」を
開

催
す
る
な
ど
、こ
れ
ら
は
、持
続
可
能
な
社

会
を
目
指
す
取
り
組
み
と
考
え
て
い
る
。

森
山
幸
太
議
員
そ
の
他
の
質
問
項
目

・
不
妊
治
療
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
に
つ
い

て

亀
かめ

谷
たに

　優
ゆう

子
こ

 議員

森
もり

山
やま

　幸
こう

太
た

 議員

質
問
　

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、収

入
が
減
少
す
る
な
ど
の
場
合
に

利
用
で
き
る
生
活
福
祉
資
金
の
特
例
貸

し
付
け
は
、令
和
2
年
3
月
か
ら
令
和

3
年
11
月
の
時
点
で
、緊
急
小
口
資
金

が
2
1
6
件
、総
合
支
援
資
金
が
90
件

に
の
ぼ
っ
て
い
る
。長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
で

の
暮
ら
し
を
支
え
る
た
め
に
も
、返
済
が

始
ま
る
2
0
2
3
年
1
月
を
念
頭
に
、

申
請
者
に
寄
り
添
っ
た
相
談
支
援
が
必

要
と
考
え
る
が
、所
見
を
伺
う
。

答
弁
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
を
受
け
、休
業
等
に
よ
り

収
入
が
減
少
し
た
た
め
、一
時
的
な
生
計
維

持
の
た
め
の
緊
急
小
口
資
金
と
、収
入
の
減

少
や
失
業
な
ど
に
よ
り
生
活
に
困
窮
し
、日

常
生
活
の
維
持
が
困
難
と
な
っ
た
世
帯
の

生
活
の
建
て
直
し
ま
で
に
必
要
な
生
活
費

用
と
し
て
の
総
合
支
援
資
金
が
あ
る
。

　
償
還
が
難
し
い
場
合
に
は
、生
活
保
護
に
つ

な
げ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
が
、生
活
保
護
に
至

る
前
の
生
活
困
窮
者
へ
の
包
括
的
、継
続
的
支

援
に
つ
い
て
は
、自
立
相
談
、家
計
改
善
、就

労
支
援
な
ど
の
生
活
困
窮
者
自
立
相
談
支
援

事
業
と
し
て
、大
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

委
託
し
、生
活
困
窮
者
の
た
め
の
相
談
窓
口
、

生
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
お
お
だ
が
設
置
さ

れ
て
お
り
、貸
付
け
を
開
始
し
た
後
も
状
況

の
変
化
に
応
じ
相
談
を
継
続
し
て
い
る
。大

田
市
社
会
福
祉
協
議
会
を
は
じ
め
、関
係
行

政
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
相
談
体
制
の
強

化
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

な
お
、緊
急
小
口
資
金
、総
合
支
援
資
金

な
ど
の
償
還
が
始
ま
る
2
0
2
3
年
1
月

以
降
、生
活
保
護
の
申
請
に
至
る
方
の
増
加

も
想
定
さ
れ
る
の
で
、貸
付
け
や
生
活
困
窮

者
自
立
相
談
支
援
事
業
か
ら
適
切
に
生
活

保
護
な
ど
、セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用

に
つ
な
げ
る
た
め
、社
会
福
祉
協
議
会
と
一

層
の
連
携
を
深
め
て
い
く
。

亀
谷
議
員
そ
の
他
の
質
問
項
目

・
学
校
施
設
の
整
備
に
つ
い
て

▲17あるSDGsのゴールの
　色を使ったバッジ
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市政のここが聞きたい いっぱん質問

2022.1.20 （10）おおだ市議会だより2022.1.20（11）おおだ市議会だより

公民館を廃し、
「社会教育推進センター」

設置でどう変わる

処遇改善や経営健全化にも繋がる
残土は要領・優先順位で処理

社会教育の基本方針をもとに
持続可能なまちづくり体制を目指す

行
財
政
改
革

　特
別
委
員
長 

中
間
報
告

「ふるさと納税」における
返礼品の開発状況は

公共工事の施工時期の
平準化と残土処理の
基準と現状は

返礼品の開発を行い、
寄付額の向上に向け取り組む

根
ね

冝
ぎ

　和
かず

之
ゆき

 議員

和
わ

田
だ

　浩
こう

司
じ

 議員

質
問
　

公
共
工
事
の
施
工
時
期
の
平

準
化
に
よ
り
、建
設
業
者
の
経

営
健
全
化
、労
働
者
の
処
遇
改
善
、工
事

の
品
質
確
保
、災
害
対
応
力
向
上
、及
び

発
注
時
の
入
札
の
不
落
対
策
な
ど
が
期

待
さ
れ
る
が
、平
準
化
に
つ
い
て
の
所
見

と
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　

ま
た
、公
共
工
事
な
ど
で
発
生
す
る
残

土
処
理
を
直
接
規
制
す
る
法
律
が
な
い

た
め
、不
適
切
な
処
理
や
処
分
な
ど
が
さ

れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
が
、残
土
処
理

の
基
準
や
現
状
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　

平
準
化
は
、工
事
の
閑
散
期
と

繁
忙
期
の
差
を
縮
小
し
、従
事
者

の
処
遇
改
善
や
事
業
者
の
経
営
健
全
化
な

ど
や
、工
事
の
品
質
確
保
に
も
繋
が
る
も
の

と
認
識
し
て
い
る
。

　

取
り
組
み
と
し
て
は
、年
度
内
に
終
了
し

な
い
工
事
の
早
期
の
繰
越
手
続
き
や
、前
年

度
の
設
計・積
算
実
施
に
よ
る
工
事
の
早
期

発
注
、ま
た
、発
注
見
通
し
の
年
２
回
の
公

表
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

　

今
後
、令
和
６
年
度
か
ら
の
時
間
外
労
働

の
上
限
規
制
に
併
せ
、適
正
で
柔
軟
な
工
期

設
定
の
た
め
、年
度
を
ま
た
ぐ
発
注・工
事

な
ど
の
債
務
負
担
行
為
や
、余
裕
期
間
制
度

の
活
用
を
確
認
の
う
え
検
討
し
て
い
く
。

　

残
土
処
理
は
、「
島
根
県
建
設
副
産
物
処

理
要
領
」に
準
じ
優
先
順
位
に
従
い
、工
事

現
場
内
利
用
処
理
を
最
優
先
に
し
、次
に
国

県
市
町
村
と
調
整
し
他
の
公
共
工
事
間
利

用
や
市
有
地
な
ど
へ
仮
置
き
し
、有
効
活
用

を
図
っ
て
い

る
。そ
し
て

調
整
で
き
な

い
も
の
は
、

関
係
法
令

等
で
許
可
さ

れ
た
民
間
受

入
れ
地
に
搬

出
、処
理
し

て
い
る
。

質
問
　

今
年
度
よ
り
、「
ふ
る
さ
と
納

税
」と
し
て
寄
付
を
い
た
だ
い

た
方
々
へ
の
返
礼
品
の
開
発
に
関
し
て

は
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ・コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

の
主
導
の
も
と
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、着

手
か
ら
約
半
年
が
経
過
し
た
現
段
階
で

の
開
発
状
況
や
、今
年
度
及
び
来
年
度

に
向
け
て
目
標
と
し
て
い
る
寄
付
総
額

に
つ
い
て
お
尋
ね
す
る
。

答
弁
　

当
市
の
寄
付
額
は
2
0
1
6
年

ま
で
は
順
調
で
2
億
円
を
超
え

た
。

　

寄
付
者
の
大
部
分
を
占
め
る
都
市
部
の

方
に
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の

要
素
が
強
く
、本
来
の
納
税
の
趣
旨
の
自
治

体
や
生
産
者
を
応
援
さ
れ
る
方
と
、お
得
感

の
み
を
求
め
る
方
と
2
分
化
さ
れ
る
。

　
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
よ
る
要
件
整
理
の
結

果
、1
万
円
、2
万
円
、5
万
円
以
上
の
返

礼
品
の
み
で
あ
っ
た
た
め
、寄
付
者
の
ニ
ー

ズ
に
合
っ
て
な
い
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。

　

今
年
5
月
に
ふ
る
さ
と
納
税
に
係
る
業

務
を
委
託
業
者
に
委
託
し
、地
域
を
回
り
、

三
瓶
そ
ば
や
ア
ナ
ゴ
な
ど
地
域
資
源
を
生

か
し
た
返
礼
品
を
45
品
以
上
用
意
し
、寄

付
額
10
万
円
の
高
額
の
返
礼
品
も
用
意
し

た
。

　

ま
た
、ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
上
で
市
長
の
お

礼
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
出
し
た
り
、観
光
チ
ラ
シ

を
送
付
し
て
い
る
。ま
た
、レ
ビ
ュ
ー
投
稿

の
依
頼
、メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
定
期
配
信
な

ど
、リ
ピ
ー
タ
ー
に
な
る
フ
ァ
ン
づ
く
り
に

努
め
て
い
る
。

　

今
年
度
の
目
標
額
は
、2
億
5
0
0
0
万

円
で
あ
る
が
、来
年
度
は
2
億
7
0
0
0
万

円
を
目
指
し
て
い
る
。大
田
市
の
地
域
資
源

だ
け
で
は
限
界
が
あ
り
、県
内
市
町
村
と
連

携
を
図
り
共
通
返
礼
品
の
造
成
に
向
け
取

り
組
む
。

和
田
議
員
そ
の
他
の
質
問
項
目

・
「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
」
へ
の
取

り
組
み
状
況
に
つ
い
て

▲公共工事のようす
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市政のここが聞きたい いっぱん質問

2022.1.20 （10）おおだ市議会だより2022.1.20（11）おおだ市議会だより

公民館を廃し、
「社会教育推進センター」

設置でどう変わる

処遇改善や経営健全化にも繋がる
残土は要領・優先順位で処理

社会教育の基本方針をもとに
持続可能なまちづくり体制を目指す

行
財
政
改
革

　特
別
委
員
長 

中
間
報
告

「ふるさと納税」における
返礼品の開発状況は

公共工事の施工時期の
平準化と残土処理の
基準と現状は

返礼品の開発を行い、
寄付額の向上に向け取り組む

塩
しお

谷
たに

　裕
ひろ

志
し

 議員

　

11
月
19
日
に
開
催
。

サ
ン
レ
デ
ィ
ー
大
田
の
今
後
の
あ
り
方

に
関
す
る
検
討
状
況
に
つ
い
て

問
機
能
廃
止
の
方
針
の
変
更
は
な
い
の

か
。答

産
業
振
興
施
設
と
し
て
の
機
能
の
廃

止
の
方
針
は
変
わ
ら
な
い
が
、
調
査
に

よ
っ
て
、
修
繕
箇
所
、
建
物
の
耐
用
年
数

等
の
結
果
を
受
け
た
の
ち
に
、
今
後
の
あ

り
方
を
決
定
し
た
い
。

問
調
査
の
結
果
、
利
用
可
能
で
あ
れ

ば
、
複
合
的
に
機
能
を
維
持
し
て
存
続
さ

せ
る
の
か
。

答
現
時
点
で
決
ま
っ
た
も
の
で
は
な
い

が
、
建
物
の
調
査
を
し
た
う
え
で
、
利
用

可
能
で
あ
れ
ば
、
講
座
等
は
残
し
て
い

く
。
ま
た
、
他
の
施
設
で
実
施
で
き
る
も

の
で
あ
れ
ば
、
他
の
施
設
で
行
う
と
の
選

択
肢
も
あ
る
。

問
意
見
交
換
で
は
、
利
用
者
団
体
か
ら

ど
の
よ
う
な
意
見
が
出
た
の
か
。

答
働
く
女
性
の
家
は
、
他
市
に
は
な
く

優
位
性
が
あ
る
。
大
田
市
と
し
て
残
し
て

い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。
必
要
で
あ
れ

ば
、
利
用
料
の
負
担
増
は
か
ま
わ
な
い
。

施
設
は
利
用
し
続
け
た
い
と
の
意
見
が

あ
っ
た
。

市
税
収
納
率
の
向
上
に
向
け
た
県
内
調

査
（
概
要
報
告
）
に
つ
い
て

問
雲
南
市
に
つ
い
て
、
収
納
率
が
県
内

一
高
い
が
、
特
徴
的
な
対
策
は
ど
う
か
。

答
雲
南
市
が
大
田
市
と
比
べ
て
特
徴
的

な
こ
と
を
や
っ
て
い
る
と
の
調
査
結
果
は

得
ら
れ
な
か
っ
た
。
元
々
収
納
率
の
高
い

町
村
が
合
併
し
、
良
い
体
質
を
維
持
し
て

い
る
。
ま
た
、
合
併
当
初
か
ら
市
税
だ
け

で
な
く
、
国
保
料
、
保
育
料
の
徴
収
も
一

石
いし
田
だ
　洋

よう
治
じ
委員長

質
問
　

人
口
減
少
社
会
を
背
景
に
、

将
来
を
見
据
え
た
持
続
可
能
な

体
制
づ
く
り
の
た
め
、令
和
4
年
度
よ
り

現
公
民
館
を
廃
し
、庁
内
に「
社
会
教
育

推
進
セ
ン
タ
ー
」を
設
置
。2
年
間
は
移

行
期
と
捉
え
、現
公
民
館
の
所
在
地
に

2
名
を
配
置
し
、ま
ち
セ
ン
の
社
会
教
育

事
業
な
ど
を
サ
ポ
ー
ト
、令
和
6
年
度

よ
り
人
員
を
縮
小
し
て
い
く
計
画
で
あ

る
。そ
こ
で
、次
の
5
点
に
つ
い
て
伺
う
。

①
見
直
し
を
図
る
理
由
と
必
要
性　

②
ま
ち
セ
ン
へ
の
事
業
移
管
で
の
課
題

③
社
会
教
育
の
あ
る
べ
き
将
来
像

④
公
民
館
事
業
の
整
理

⑤
ま
ち
セ
ン
体
制
の
今
後
の
見
直
し

答
弁
①
地
域
住
民
に
と
っ
て
、公
民
館
と

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
2
つ
の
施

設
の
違
い
が
分
か
り
に
く
い
と
い
う
課
題

が
あ
る
こ
と
。ま
た
、人
口
減
少
や
少
子
高

齢
化
な
ど
に
よ
る
担
い
手
不
足
が
深
刻
化
、

ブ
ロ
ッ
ク
制
の
公
民
館
に
よ
る
社
会
教
育
事

業
で
は
、地
域
の
人
づ
く
り
や
つ
な
が
り
づ

く
り
が
行
き
届
か
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が

理
由
で
あ
る
。

②
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
職
員
は
、社
会
教

育
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
十
分
で
な
い
た
め
令
和
4

年
か
ら
令
和
5
年
に
か
け
て
様
々
な
研
修
な

ど
実
施
し
、意
識
と
技
術
力
の
向
上
を
図
る
。

③
社
会
教
育
活
動
を
通
じ
て
、地
域
住
民
同

士
の
絆
や
連
帯
感
な
ど
を
意
図
的
に
構
築
す

る
こ
と
。地
域
が
抱
え
る
課
題
解
決
へ
主
体

的
に
行
動
す
る
機
運
醸
成
が
重
要
で
あ
る
。

④
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
事
業
に
つ
い
て
、

昨
年
度
よ
り
公
民
館
な
ど
と
事
業
の
す
り

合
わ
せ
を
実
施
。一
部
、統
合
や
す
り
合
わ

せ
を
行
っ
た
。今
後
も
社
会
教
育
推
進
セ
ン

タ
ー
職
員
と
と
も
に
課
題
解
決
や
、地
域
活

性
化
に
つ
な
が
る
事
業
を
構
築
し
、実
施
し

た
い
。

⑤
現
状
把
握
を
行
い
な
が
ら
、今
後
ま
ち
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
が
担
う
役
割
に
応
じ
た
適

切
な
職
員
配
置
に
つ
い
て
適
宜
検
討
す
る
。
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2022.1.20 （12）おおだ市議会だより2022.1.20（13）おおだ市議会だより

議
会
改
革

　特
別
委
員
長 

中
間
報
告

議会を傍聴してみませんか
次の定例会の予定は 12月です。

市議会を身近に感じる良い機会です。
◇傍聴席は定員34人です。
◇新型コロナウイルス感染症対策のため、マスク
の着用、アルコール消毒にご協力いただきます
よう、よろしくお願いいたします。

お問い合わせ先 ： 大田市議会事務局
（TEL ： ０８５４-８３-８１３７）

11/5
新可燃ごみ共同処理施設視察（民生委員会）

写真で見る議会日誌写真で見る議会日誌

11/15～16・全国市議会議長会産業経済委員会
・全国過疎地域連盟
  定期総会及び理事会（議長）

11/20
山村留学センター「収穫祭」

（議長、総務教育委員長）

12/20
道の駅「ごいせ仁摩」内覧会

（全議員）
12/24第71回全国植樹祭

記念品展示セレモニー（議長）

天皇皇后両陛下がお手植え・お手播きで御使用さ
れた植樹用具がメモリアル展示されます。

1月29日のオープンを前に内覧会が行われました。

1/4
令和３年大田市成人式
令和４年大田市成人式（議長ほか） 12/9

大田商工会議所女性会13名
　　　　　　　　市議会傍聴

団体での傍聴の申し込みも受け付けております‼新型コロナウイルス感染症の影響で延期されて
いた令和3年の成人式が11月に行われました。

全員協議会の議題
～議案の審査または議会の運営に関し協議・調整をおこないます～

工事が進む新可燃ごみ共同処理施設（川本町）を民生委員会が現地視察しました。
11月末現在の工事進捗率は83％です。

11/21

議
会
改
革

　特
別
委
員
長 

中
間
報
告

元
的
に
取
り
扱
う
債
権
管
理
課
で
行
っ
て

い
る
。
差
し
押
さ
え
も
積
極
的
に
行
っ
て

お
り
、
そ
の
効
果
が
出
て
い
る
。

問
大
田
市
で
は
、
固
定
資
産
税
の
収
納

率
が
悪
い
。
そ
の
対
策
と
し
て
分
割
納
付

が
あ
る
と
考
え
る
が
、
件
数
は
ど
う
か
。

答
分
納
に
つ
い
て
は
、
要
請
が
あ
れ
ば

応
じ
て
い
る
。
割
合
は
、
他
市
に
比
べ
る

と
多
い
。

問
債
権
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
債
権
管
理

条
例
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
に
つ
い
て

は
、
県
内
で
2
市
が
取
り
組
ま
れ
て
い

る
。
収
納
率
向
上
に
向
け
た
具
体
策
の
中

に
滞
納
整
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
あ
る
が
、
具

体
的
に
は
。

答
督
促
か
ら
催
告
の
流
れ
、
ま
た
、
ど

う
い
う
状
況
に
な
れ
ば
差
し
押
さ
え
を
す

る
か
を
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
式
に
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
作
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

報
酬
及
び
謝
金
単
価
の
見
直
し
に
つ
い
て

問
令
和
２
年
の
委
員
会
開
催
時
間
は
、

１
時
間
未
満
が
88
回
（
45
％
）
、
１
時
間

〜
2
時
間
以
下
が
99
回
（
50
％
）
と
合
わ

せ
て
95
％
に
な
っ
て
い
る
。
現
在
は
、

６
２
０
０
円
の
日
額
単
価
が
支
払
わ
れ
て

い
る
が
、
是
非
半
日
単
価
を
設
け
、
新
年

度
か
ら
実
施
し
て
頂
き
た
い
。

答
令
和
４
年
度
か
ら
２
時
間
以
下
の
も

の
は
、
半
日
単
価
と
考
え
て
い
る
。
条
例

に
つ
い
て
は
、
令
和
４
年
３
月
議
会
に
上

程
予
定
で
あ
る
。

　

11
月
9
日
、
11
月
12
日
、
11
月
24
日
に

開
催
。

大
田
高
校
出
前
授
業

　

11
月
12
日
、
委
員
9
名
が
4
ク
ラ
ス
に

分
か
れ
て
、
50
分
間
の
授
業
に
参
加
し

た
。
高
校
生
か
ら
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す

る
項
目
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
テ
ー
マ
を
設

定
し
、
模
擬
請
願
が
行
わ
れ
た
。
提
案
の

主
な
項
目
は
、「
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ

く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、
空
き
家
の
利
用
方

法
、
整
備
の
方
法
、
資
金
の
問
題
な
ど
、

多
く
の
提
案
が
あ
っ
た
。

　

人
口
の
問
題
で
は
、雇
用
問
題
、外
国
人

労
働
者
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
、ま
た
、交

通
網
の
整
備
、循
環
バ
ス
の
充
実
に
つ
い
て

や
、駅
前
の
パ
ル
の
有
効
活
用
と
高
校
生
の

汽
車
を
待
つ
時
間
の
居
場
所
に
つ
い
て
な
ど

の
提
案
が
あ
っ
た
。

　

担
当
す
る
委
員
は
、
で
き
る
だ
け
生
徒

さ
ん
の
提
案
に
向
き
合
い
た
い
と
い
う
こ

と
で
、
事
前
調
査
を
念
入
り
に
行
い
、
大

き
な
期
待
を
持
っ
て
臨
ん
だ
。

　

予
定
の
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
、

時
間
の
足
り
な
い
ク
ラ
ス
も
あ
っ
た
。

河
かわ
村
むら
　賢

けん
治
じ
委員長

出
前
授
業
を
終
え
て

　

委
員
の
評
価
は
、
高
校
1
年
生
と
し
て

地
域
の
課
題
を
よ
く
考
え
て
い
た
、
我
々

が
高
校
1
年
の
時
こ
ん
な
課
題
を
考
え
た

か
と
思
う
と
よ
く
調
べ
た
と
感
じ
る
、
な

ど
、
お
お
む
ね
評
価
が
良
か
っ
た
。

　
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、先
般
、委
員
長
、副

委
員
長
で
大
田
高
校
に
出
か
け
、今
回
の
出

前
授
業
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。双

方
と
も
実
施
に
つ
い
て
は
大
い
に
評
価
す
る

が
、も
う
少
し
お
互
い
の
ね
ら
い
、目
的
が

合
致
す
る
方
法
を
見
出
す
必
要
が
あ
る
と

感
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
今
回
は
、
議
会
や
議
員
活
動
を
高
校
生
の

皆
さ
ん
に
も
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
観

点
か
ら
、
特
別
委
員
会
で
取
り
組
ん
だ
と
こ

ろ
で
あ
り
、
次
年
度
以
降
は
、
大
田
市
議
会

の
取
り
組
み
と
し
て
行
え
る
よ
う
、
そ
の
手

法
等
に
つ
い
て
協
議
を
続
け
た
い
。

▲�生徒の皆さんは委員のコメントに真剣に耳を傾けて
いました。

▲グループごとに発表。多くの提案がありました。▲クラスに分かれてコメントする特別委員会の委員
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議
会
改
革

　特
別
委
員
長 

中
間
報
告

議会を傍聴してみませんか
次の定例会の予定は 12月です。

市議会を身近に感じる良い機会です。
◇傍聴席は定員34人です。
◇新型コロナウイルス感染症対策のため、マスク
の着用、アルコール消毒にご協力いただきます
よう、よろしくお願いいたします。

お問い合わせ先 ： 大田市議会事務局
（TEL ： ０８５４-８３-８１３７）

11/5
新可燃ごみ共同処理施設視察（民生委員会）

写真で見る議会日誌写真で見る議会日誌

11/15～16・全国市議会議長会産業経済委員会
・全国過疎地域連盟
  定期総会及び理事会（議長）

11/20
山村留学センター「収穫祭」

（議長、総務教育委員長）

12/20
道の駅「ごいせ仁摩」内覧会

（全議員）
12/24第71回全国植樹祭

記念品展示セレモニー（議長）

天皇皇后両陛下がお手植え・お手播きで御使用さ
れた植樹用具がメモリアル展示されます。

1月29日のオープンを前に内覧会が行われました。

1/4
令和３年大田市成人式
令和４年大田市成人式（議長ほか） 12/9

大田商工会議所女性会13名
　　　　　　　　市議会傍聴

団体での傍聴の申し込みも受け付けております‼新型コロナウイルス感染症の影響で延期されて
いた令和3年の成人式が11月に行われました。

全員協議会の議題
～議案の審査または議会の運営に関し協議・調整をおこないます～

工事が進む新可燃ごみ共同処理施設（川本町）を民生委員会が現地視察しました。
11月末現在の工事進捗率は83％です。

11/21

議
会
改
革

　特
別
委
員
長 

中
間
報
告
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おでかけトーク開催しました
大 田 市 議 会

　今年度の議会報告会は、会場ごとにテーマを設け、グループに分かれて自由に意見交
換する「おでかけトーク」として11月7日（日）に開催いたしました。当日は多数のご参加
をいただき（久手会場11名、川合会場19名、温泉津会場18名）、活発な意見交換をする
ことができました。今年度は初めてということで不慣れな点もあったと思いますが、参
加者の皆さんのご協力のおかげで各会場とも和やかな雰囲気でざっくばらんにお話し
いただき、皆さんと情報を共有することができたと感じております。

・波根町は自主防災組織が2地区にある。夜間に避難訓練し
ているが、高齢化、人口減少で若い人の参加が少なく、継続
が難しい。

・安心、安全のために避難情報と減災情報を出してほしい。
・行政として自主防災組織の人材育成、資金提供をわかりや

すくしてほしい。
・これまでの教訓を生かし、自主防災組織を立ち上げる。
食糧の確保などが重要。

・公助では、情報発信など、防災と減災対策に取り組むべき。
・共助では、消防団、自主防災組織、自治会でのつながりが
大切。

・過去の災害を調査し、ハザードマップに反映してほしい。

【主な意見】

★久手会場★★久手会場★ テーマ：災害に強いまちづくりテーマ：災害に強いまちづくり

・市の発信ツールが少ない。田舎の良さ、大田市の良さを発信
してほしい。

・自治会への加入に抵抗がある。
・働く場所が少ない。企業誘致、農業支援、就労支援を。
・家庭で親が子供に地域のことをどのように伝えるかも重要。
・高齢化している現状で、生活交通インフラの充実、地域全体
で子育てできる環境づくりが必要。

・UIターンに関しては、受け入れ体制の整備、悩みを聞ける場
所づくりが必要。放棄された農地をUIターンの方に貸し出し
てはどうか。

・問題点を顕在化し、地域の魅力の活かし方を指導してもらう
ため、コンサルタントの利活用を考慮してはどうか。　

【主な意見】

★川合会場★★川合会場★ テーマ：定住対策テーマ：定住対策

・自主防災組織の結成や、子供たちの体験学習会の受け入れ
などはどうか。

・農業・農村が崩壊してきている。農業は補助金で成り立って
いるが、環境保全や地域維持につながっていない。

・少子高齢化が進み、地域の活性化が図れない。
・地域を守るためには、全員で協力して地域を守ろうという

意識と行動を示すことが大切である。
・空き家を利用して定住対策を図ることも重要。
・情報発信や交流の場をもっと進めて頂きたい。
・子どもにふるさと教育の推進を。
・公共施設の管理、維持、活用が求められる。

【主な意見】

★温泉津会場★★温泉津会場★ テーマ：地域について思いを語ろうテーマ：地域について思いを語ろう

　当日ご記入いただきましたアンケートでは、参加者の皆さんからも「よかった」「また開催してほしい」な
どの感想を多くいただき、大変うれしく思っております。また、「今回出た意見を市議会に活かしてほしい」
など、今後の市議会に対する期待があることも痛感いたしました。
　市議会では、定例会や臨時会、委員会などで今回の3つのテーマに関わるものに限らず様々な議案の審
議を行っております。各会場でのご意見や、皆さんの思いを今後の議会活動に活かせるよう、取り組んでま
いります。
　今後とりあげてほしいテーマなど、ご意見がございましたら市役所議会事務局（TEL 0854-83-8137）
までお寄せください。
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が難しい。

・安心、安全のために避難情報と減災情報を出してほしい。
・行政として自主防災組織の人材育成、資金提供をわかりや

すくしてほしい。
・これまでの教訓を生かし、自主防災組織を立ち上げる。
食糧の確保などが重要。

・公助では、情報発信など、防災と減災対策に取り組むべき。
・共助では、消防団、自主防災組織、自治会でのつながりが
大切。

・過去の災害を調査し、ハザードマップに反映してほしい。

【主な意見】

★久手会場★★久手会場★ テーマ：災害に強いまちづくりテーマ：災害に強いまちづくり

・市の発信ツールが少ない。田舎の良さ、大田市の良さを発信
してほしい。

・自治会への加入に抵抗がある。
・働く場所が少ない。企業誘致、農業支援、就労支援を。
・家庭で親が子供に地域のことをどのように伝えるかも重要。
・高齢化している現状で、生活交通インフラの充実、地域全体
で子育てできる環境づくりが必要。

・UIターンに関しては、受け入れ体制の整備、悩みを聞ける場
所づくりが必要。放棄された農地をUIターンの方に貸し出し
てはどうか。

・問題点を顕在化し、地域の魅力の活かし方を指導してもらう
ため、コンサルタントの利活用を考慮してはどうか。　

【主な意見】

★川合会場★★川合会場★ テーマ：定住対策テーマ：定住対策

・自主防災組織の結成や、子供たちの体験学習会の受け入れ
などはどうか。

・農業・農村が崩壊してきている。農業は補助金で成り立って
いるが、環境保全や地域維持につながっていない。

・少子高齢化が進み、地域の活性化が図れない。
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・空き家を利用して定住対策を図ることも重要。
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・子どもにふるさと教育の推進を。
・公共施設の管理、維持、活用が求められる。

【主な意見】

★温泉津会場★★温泉津会場★ テーマ：地域について思いを語ろうテーマ：地域について思いを語ろう

　当日ご記入いただきましたアンケートでは、参加者の皆さんからも「よかった」「また開催してほしい」な
どの感想を多くいただき、大変うれしく思っております。また、「今回出た意見を市議会に活かしてほしい」
など、今後の市議会に対する期待があることも痛感いたしました。
　市議会では、定例会や臨時会、委員会などで今回の3つのテーマに関わるものに限らず様々な議案の審
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新
春
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
も
、
コ
ロ
ナ
で
始
ま
り
コ
ロ

ナ
で
終
わ
っ
た
年
、
コ
ロ
ナ
禍
で

私
た
ち
の
暮
ら
し
や
生
活
様
式

も
様
変
わ
り
し
て
い
ま
す
。

　
地
球
は
四
十
六
億
年
前
に
誕

生
し
、ウ
イ
ル
ス
が
生
ま
れ
た
の

は
三
十
億
年
前
、人
類
に
は
ま
だ

二
十
万
年
の
歴
史
し
か
な
い
よ

う
で
す
。ウ
イ
ル
ス
に
負
け
な

か
っ
た
先
祖
に
感
謝
し
、
早
期
の

感
染
症
の
終
息
を
願
い
ま
す
。

　
さ
て
、
当
市
も
人
口
減
少
、
少

子
高
齢
化
等
に
よ
る
課
題
が
山

積
し
て
お
り
、目
先
の
こ
と
だ
け

で
な
く
将
来
を
見
据
え
た
行
政

運
営
に
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。引
き

続
き
議
会
の
最
新
情
報
や
、事
業

内
容
等
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　
尚
、
委
員
会
メ
ン
バ
ー
一
同
、

市
民
の
皆
様
に
分
か
り
や
す
く
、

読
み
や
す
く
親
し
ま
れ
る
広
報

紙
づ
く
り
に
向
け
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
の
で
、今
年
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
結
び
に
、令
和
四
年
が
市
民
の

皆
様
方
に
と
っ
て
充
実
し
た
一

年
に
な
り
ま
す
こ
と
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

（
胡
摩
田
　
弘
孝
）

委
員
長 

月
森
　
和
弘

副
委
員
長 

小
川
　
和
也

委
　
員 

塩
谷
　
裕
志

委
　
員 

大
西
　
　
修

委
　
員 

河
村
　
賢
治

委
　
員 

石
田
　
洋
治

委
　
員 

胡
摩
田
弘
孝

委
　
員 

三
谷
　
　
健

委
　
員 

亀
谷
　
優
子

広
報
広
聴
委
員
会

編
集
後
記

編
集
後
記

議
会
を
傍
聴

　
し
て
み
ま
せ
ん
か

次
の
定
例
会
の
予
定
は
３
月
で
す
。

市
議
会
を
身
近
に
感
じ
る
良
い
機
会
で
す
。

◇
傍
聴
席
は
定
員
34
人
で
す
。

◇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た

め
、マ
ス
ク
の
着
用
、ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
に

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先
：
大
田
市
議
会
事
務
局

　（
T
E
L
：
０
８
５
４ 

－ 

８
３ 

－ 

８
１
３
７
）

　
市
議
会
議
員
と
し
て
通
算
三
十
五

年
以
上
に
わ
た
り
在
職
し
、
地
方
自

治
の
発
展
に
顕
著
な
功
労
が
あ
っ
た

と
し
て
、
清
水
勝
議
員
が
総
務
大
臣

か
ら
感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

総
務
大
臣
感
謝
状
受
賞

明けま
しておめでとうございます

今
月
の
表
紙

表
紙
写
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一
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部
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最
優
秀
賞
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橋
本
　
友
さ
ん
の『
悠
久
の
峰
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す
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